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　当社は、地球創世期に誕生した地下資源を基に、多くの

エネルギーを費やし作られた材料を用い、設計仕様に基づ

き、正確な部品をお客様にお届けする使命を負い活動して

きております。いま、我われが生存する地球環境が危機的

状態に陥る状況の中、これ以上環境破壊を進めさせないよ

う、やらなければならないことは、いかにエネルギーを使わ

ずに経済活動を行うかです。

　したがいまして、我われは常に省資源、省エネルギーを

意識し、法の遵守はもちろん二酸化炭素排出量の削減と

廃棄物排出量の削減、水使用量の削減、化学物質の削減

グリーン購入の推進、製品・サービスの環境配慮など「継続

的環境改善」に向け全社員で取り組んでいきます。

具体的には下記の行動を指針とします

無駄なものは買わない

無駄なものは使わない

無駄なものは作らない

そのためには

不良品の低減

在庫品の極小化

リサイクルの推進

電気の節約

環境配慮した製品設計の推進

環境配慮した製品の購入
を行っていきます

株式会社サトウ精機

代表取締役社長 佐藤 智栄

　　　　　　　制定日　2008年 4月1日

　　　　　　　改訂日　2020年11月9日

㈱サトウ精機 環境経営方針

1頁



　サトウ精機は、「環境に配慮した製品設計、製品加工」を

実践し、限りあるエネルギー・資源を計画的且つ有効に活用

し、持続的な地域社会の貢献に寄与し、気候変動を含む社会

的問題に積極的に取り組み、地域・社会価値、経済価値の

向上を図る持続可能な経営を全社員で目指してまいります。

　また、以下SDGs17項目の目標やターゲットを意識して、

エコアクション２１の中長期・環境経営方針及び計画を策定

していきます。

㈱サトウ精機 の SDGs宣言

SDGs全17項目

サトウ精機の取組み14項目
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2.事業活動概要

(1) 事業者名および代表者名

株式会社サトウ精機

代表取締役社長　佐藤　智栄

(2) 所在地

〒025-0324　岩手県花巻市小瀬川第3地割143番地3

電話番号：0198-24-6540 ファクシミリ：0198-24-6252

(3) 環境管理責任者名および連絡先

責任者：管理部長　風間　定光

連絡先：（2）に同じ

 E-Mail：info@sato-seiki.com

(4) 事業内容
金属部品の精密切削加工、製造機械設備の部品加工、その他部品加工

① 自動車関連部品設計及び加工

② 民生機器部品加工

③ 半導体製造装置部品加工

④ ラベルプリンタ関連部品加工

⑤ コンデンサ製造装置部品加工

⑥ OA機器、通信機器部品加工

⑦ 光学部品加工

⑧ 医療機器部品加工

⑨ 各種治具の設計及び製作

⑩ 自動機設備設計及び製作、組付け

(5) 事業規模 （税込）
活動規模 単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

売上高 百万円 270 325 259 282 220
従業員 人 29 29 29 29 29
床面積 ㎡ 550 550 550 550 550

※従業員数は役員含まず

(6)
全社、全事業活動
認証登録範囲
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(7) 実施体制

<役割と責任・権限>

社　長

①経営における課題とチャンスを整理し明確にすると共に、環境経営に
　 関する方針を策定する
②環境管理責任者の任命及び各自の役割を定めた実施体制の構築
③環境管理責任者からの報告を受け、全体の評価見直し指示を行う
④取組みに対する資源を用意する

管理部長

①代表者に代わりシステムを構築し、運用する
②環境経営活動計画立案及び指示
③活動結果を取りまとめ代表者に結果を報告する
④環境関連法規等の取りまとめ
⑤必要な教育訓練の計画、立案及び指示

【環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ窓口】 管理部長

①地域住民、関連機関からの苦情等の窓口業務を行う
②苦情への対策・予防処置策定を行い、代表者の承認を受け
　 関係者に実施を示し、経過・結果の報告を受け改善定着を図る

【ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局】

①ｴｺｱｸｼｮﾝ21目標達成の取組みをチェックし、環境管理責任者の
　 指示の下、必要な是正処置・改善を行う
②その他、事務的事項において環境管理責任者を補佐する

各グループリーダー

①部門内において、環境経営活動の取り組みを率先実行する
（省資源・省エネ・節水など）
②環境管理責任者の指示の下、全体の見直し会議に出席する

製造部門・管理部門
①部門責任者（グループリーダー）の下、省資源・省エネ・節水などに努める
②ｴｺｱｸｼｮﾝ21取組みに関する教育訓練を受ける
③自主的に会社の推奨する地域の自然保護活動に参加する

【代　　表　　者】

【環境管理責任者】

【部　門　責　任　者】

【　課　　員　】

環境管理責任者
（管理部長）

環境コミュニケーション窓口

（管理部長）

エコアクション21事務局

管理部門 課員 10名製造部門 課員 18名

各グループリーダー 各グループリーダー

代表取締役社長
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

エコドライブ の推進

650.0 636.8 623.5 610.2 597.0

エネルギーの節約
（2％減） （4％減） （6％減） (8％減)  (10％減)

空調温度の適温化

975.1 955.2 935.3 915.4 895.5

不使用電力の節約
（2％減） (4％減) （6％減） 　（8％減） 　（10％減）

44.85 43.94 43.02 42.11 41.2
（2％減） （4％減） （6％減） （8％減）  (10％減)

1.34 1.34 1.34 1.34 1.34
（維持継続） （維持継続） （維持継続） （維持継続） （維持継続）

分別の徹底及び
再資源化 24.57 24.07 23.57 23.06 22.56

梱包・出荷の改善
（2％減） （2％減） （6％減） （8％減） （10％減）

不良率の低減

最適洗浄液の見
極め 1.35 1.32 1.3 1.27 1.24

排出量の削減
（2％減） （4％減） （6％減） （8％減） （10％減）

エコマーク品の
購入

75 77 80 82 84

グリーン購入の
取り組み促進

（3％増） 　（6％増） （9％増） （12％増） （15％増）

ﾘｻｲｸﾙしやすい
製品設計

7 8 9 10 11

環境負荷の少ない
製品設計

（1.2増） （1.35増） （1.5増） （1.65増） （1.8増）

教育訓練の実施 7 8 9 10 11

地域環境活動
　（1.2増） （1.35増） （1.5増） （1.65増） （1.8増）

※｢水使用量の削減｣において、昨年度の実績を踏まえ削減効果が限界値と判断。

グリーン
購入の
推進

製品及び
サービス
の向上

環境経営
活動の
推進

6  

7  

8  

9  

化学物質
使用量の

削減

25.075  

4  

kwh/百
万円

995.0

節水の励行
㎥/百
万円

1.34

3  

2  

水使用量
の削減

電気使用
量の削減

化石燃料
使用量の

削減

廃棄物
排出量の

削減

kg/百
万円

1  

 　　目標値を昨年度同様とし、維持継続項目に変更し取り組むこととする。

提案
件数

6

品目数 73

実施
回数

6

kg/百
万円

1.38

ガソリン・軽油・灯油
の節約

L/百万
円

45.77

二酸化炭
素排出量
の削減

㎏-
CO2/百
万円

663.3

３．中長期・環境経営目標
　　　　　　（２０１９年度～２０２３年度）

No 項　　　目 取り組み案 単　位
基準値

（2018年度）

中　長　期　目　標　（5年）
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No 項　　　目 取り組み案 単　位
基準値

（2018年度）

中長期
最終目標

（2023年度）

今年度
短期目標

（2023年度）
5年目

担当者

エコドライブ
の推進 597 597
エネルギーの
節約

（10%減） （10％減）

3  
化石燃料使用量
の削減

ガソリン・軽油・灯油
の節約

L/百万円 45.77
41.19

（10％減）
41.19

（10％減）
管理

責任者

4  水使用量の削減 節水の励行 ㎥/百万円 1.34 1.34
（維持継続）

1.34
（維持継続）

管理
責任者

・分別の徹底
・再資源化

梱包・出荷の改善

不良率の低減
（10％減） （10％減）

最適洗浄液の見極
め 1.24 1.24

排出量の削減
（10％減） （10％減）

エコマーク品の購入
84 84

グリーン購入の取り
組み促進

　（15％増） （15％増）

ﾘｻｲｸﾙしやすい製品
設計 11 11
環境負荷の少ない
製品設計

（1.8増） （1.8増）

教育訓練の実施
11 11

地域環境活動
（1.8増） （1.8増）

※「水資源投入量・排水量の削減」において、昨年度の実績を踏まえ削減効果が限界値と

kg/百万円 1.38
管理

責任者

品目数 73

提案件数 6

7  

6  
化学物質使用量

の削減

製品・サービスの
向上

グリーン購入の
推進

実施回数 社長

事務局

グループ
リーダー

6

 　　判断した。今後は、目標値を維持管理項目に変更し、取り組むこととする。

環境経営活動の
推進

9  

8  

1  

5  

不使用電力
の節約

電気使用量の削減 kwh/百万円2  

廃棄物総排出量
の削減

管理
責任者

kg/百万円 25.07
22.56 22.56

　　　　　３．環境経営目標（2023年度）

                 （活動期間：２０２２年７月～２０２３年６月）

管理
責任者（10%減）

895.5
（10％減）

995.0

二酸化炭素排出
量削減

㎏-CO2/百
万円 663.3 社長

空調温度の
適温化 895.5
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基準値 今年度目標値

（2018年度） （2023年度）5年目

※「水使用量の削減」において、昨年度の実績を踏まえ削減効果が限界値と判断。目標値を維持継続項目に変更し取組む事とする。

４．環境経営計画(2023年度)

（活動期間：2022年7月～2023年6月）

No 項　　目 具　体　的　取　り　組　み 単位
担
当
者

日　　　程
備考

7月～9月

進捗チェックは環境管理責任者が4半期毎に実施する

2
電気使用
量の削減

空調温度の適温化
電力使用量監視装置の有
効活用（電力ﾋﾟｰｸｶｯﾄ対策
実施）

kwh/百万
円

10月～12月 1月～3月 4月～6月

1
二酸化炭
素排出量

削減

エコドライブの推進
「エコドライブ１０のすすめ」
教育実施

㎏-CO2/
百万円 663.3

597.0

995.0
895.5

管
理
責
任
者

簡易点検の実施（ﾌｨﾙﾀｰな
どの清掃含む） （10％減）

休み時間・残業時等、不必
要な時は消灯を徹底

社
長

エネルギーの節約
「～っぱなしの撲滅運動」
の展開

（10％減）

空調機の適正管理

不使用電力の節約

41.19
(10％減)

管
理

責
任
者

4
水使用量
の削減

節水の励行
朝礼などで節水励行の周
知徹底

㎥/百万円 1.34 1.34
（維持継続）

3
化石燃料
使用量の

削減

ガソリン・軽油・灯油の
節約

一括（まとめ）配達を心掛
ける（朝ミーティングによる
配達ﾙｰﾄ確認）

L/百万円 45.8

梱包・出荷の改善
出荷時の通パレット・通箱
を利用し廃棄物排出抑制
に取り組む（横展開）

（10％減）

不良率の低減
発生原因の追究と是正(対策
書の義務化と予防処置の周知
徹底)を継続

管
理

責
任
者

5
廃棄物総
排出量の

削減

分別の徹底・再資源
化

油分離機導入による廃液
の削減・金属類のﾘｻｲｸﾙ
化の促進

㎏/百万円 25.07
22.56

管
理
責
任
者

1.24

管
理
責
任
者排出量の削減

代替物質の調査を行な
い、洗浄液排出抑制に取り
組む（継続）

（10％減）
6

化学物
質・使用
量の削減

最適洗浄液の見極
め

油分離性の良い切削液見極め
を行ない、洗浄液排出抑制に
取り組む（横展開）

㎏/百万円 1.38

84
事
務
局ｸﾞﾘｰﾝ購入の取組促

進
グリーン購入ネットワーク
の推進

（15％増）
7

グリーン
購入の
推進

エコマーク品の購入
エコマーク文具を含めグ
リーン商品の購入に努め
たか

品目数 73

11
グ
ル
ー

プ

リ
ー

ダ
ー環境負荷の少ない製品

設計

製品の小型化・軽量化など
を吟味した工法を提案して
いるか。

(1.8増）
8

製品・
サービス
の向上

ﾘｻｲｸﾙしやすい製品
設計

素材の種類を吟味しﾘｻｲｸ
ﾙ率向上に努めているか。

提案件数 6

11 社
長

地域環境活動
社内及び周辺道路の環境
美化運動の実施

(1.8増）
9

環境経営
活動の
推進

教育訓練の実施
ビデオ教育・活動内容説明
教育など

実施回数 6

教育実施(7月中)

対策検討(9月まで)

4半期毎の進捗ﾁｪｯｸの実施

年間を通して事前に客先と交渉し設計に反映

年間を通した教育訓練計画に基づく

ﾀｰｹﾞｯﾄ決定

実施調査(夏場) 実施調査(冬場)

現状調査

定期的に

朝礼でPR

効果確認

3ヶ月毎に適温ルール化・徹底

周知（7月中）

周知（7月中）

ルール化周知

（7月中）

周知（7月中）

通ﾊﾟﾚｯﾄ・通箱製作 運用

品質状況回覧

ルール化 毎月の経営会議で妥当性検証

旋盤用切り替え ﾌﾗｲｽ用切り替え

業者との打合せ 代替物質の試行テスト実施

周知（7月中）

周知（7月中）

年間を通して事前に客先と交渉し設計に反映

実施予定（5月）

PR 展 開
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No 単位 達成率
（％）

達成の
可否判定

㎏-CO2/百万円 110.9 ◎
Kg-CO₂ 115.7 ◎

2 kwh/百万円 99.9 〇

3 L/百万円 87.3 △

4 ㎥/百万円 86.5 △

5 kg/百万円 122.1 ◎

6 kg/百万円 93.9 △

7 品目数 88 △

8 提案件数 100 〇

9 実施回数 90 △

※1達成の可否判定について
  ◎達成（105％超）○達成（95%以上105%以下）△不十分（85％以上95％未満）×未達成（85％未満）

※2①の二酸化炭素排出量は環境省地球環境局からの「事業者からの温室効果ガス排出量算定
  ガイドライン（試案Ver1.6）の9.電力会社の平均値を使用。

今年度の取組み結果として、目標達成は9項目中4項目、
目標未達成は5項目であった。
なお、各項目の取り組み評価は以下の通りです。

   ①二酸化炭素排出量の削減について

今年度実績値は前年度実績より増加しているものの今年度
短期目標は達成出来た。昨年度からの継続取り組みである

   ②電気使用量の削減について

上記同様、今年度実績値は前年度実績より増加している
ものの今年度短期目標では、ほぼ達成出来ている。

   ③化石燃料使用量の削減について

「環境への負荷状況」の取りまとめ表にもある様に化石
燃料使用量は前年度より減少しているものの、売上換算
比率に伴ない今年度実績値は目標未達成となった。

   ④水使用量の削減について

「環境への負荷状況」の取りまとめ表にもある様に水使用量
は前年度同様横ばいである。しかしながら、売上換算比率に
伴ない今年度実績値は目標未達成となった。
今後も現状維持で取り組む。

   ⑤廃棄物排出量削減について

昨年度は目標未達成に終わった要因（当社の全社的な
２S改善活動により一時的に廃棄設備及び廃棄部品が増加）
を踏まえ、今年度は目標達成に向け具体的な取り組み計画
を共有、各自の役割を明確にし活動を推進してきた。
結果的に目標達成出来た。

（総排出量：118,373）

18.46

化石燃料使用量の削減 45.77 41.19

896.6

1
597.0

138,493

廃棄物排出量の削減 25.07 22.56

二酸化炭素排出量削減
（総排出量：153,881）

1.32

1.34 1.34 1.55

製品及びサービスの向上 6 11 11

環境経営活動の推進 6 11 10

水使用量の削減

グリーン購入の推進 73

項目
基準値

（2018年度実績）
今年度短期目
標値 (5年目)

電気使用量の削減 995.0 895.5

６頁

(2)取組み評価

47.2

84 74

化学物質・使用量の削減 1.38 1.24

今年度実績値

(1)　2022年7月1日～2023年6月30日までの12ヶ月間の取組み結果

５.　2023年度の取組結果と評価

663.3 538.1

「～っぱなしの撲滅運動」により、社員の節約に対する意識
向上が計れた結果である。 0
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⑤廃棄物排出量
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5年で19%削
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5年で27%削

（kwh/百万円）

（L/百万円)

（㎡/百万

（kg/百万円）



　⑥化学物質使用量削減について

今年度実績値は前年度より減少。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しかしながら、売上換算比率に伴ない今年度実績値は目標未達成。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代替洗浄液を検討し排出抑制につなげたい。

　⑦グリーン購入の推進について

グリーン商品の購入、トナーカートリッジ回収（リサイクル化）に　
取り組んできたものの今年度の目標は未達成。
定期的に朝礼等でPR活動していく。

　⑧製品・サービスの向上

設備・治工具設計～部品加工・組付けを担う業務において
事前打ち合わせを通し積極的な提案型ものづくりに取り組んできた。

⑨環境経営活動の推進

環境への取り組み意識の向上を計るべく教育訓練に力を入れてきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しかしながら、外部研修の先方都合で計画延期となった項目があり
未達成となった。

今期は中・長期取り組み5年目(5ヶ年計画)の最後の年度でしたが、新型コロナ感染の影響
に加え、原油・エネルギー（電力）高騰の影響を受けつつも全項目の目標達成できなかった。
次年度からは、新たな5ヶ年計画がスタートします。目標を明確にし達成に向け、より一層
力を入れて取り組んでいきたい。

（3）環境管理責任者による12ヶ月間の取組み総合評価
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5年で5%削減（kg/百万円）



（４）中長期（5ヶ年）の取り組み計画

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

1   二酸化炭素排出量の削減
エコドライブの推進
エネルギーの節約

㎏-CO2/百万円 538.1
527.3

（2％減）
516.6

（4％減）
505.8

（6％減）
495.1

(8％減)
484.3

(10％減)

2   電気使用量の削減 空調温度の適温化

不使用電力の節約

3   化石燃料使用量の削減 ガソリン・軽油・灯油の節約 L/百万円 47.20
46.3

（2％減）
45.3

（4％減）
 44.4

（6％減）
43.4

（8％減）
42.5

(10％減)

4   廃棄物排出量の削減 分別の徹底及び再資源化

梱包・出荷の改善

不良率の低減

5   化学物質使用量の削減 最適洗浄液の見極め

排出量の削減

6   水使用量の削減 節水の励行 ㎥/百万円 1.55
1.55

（維持継続）
1.55

（維持継続）
1.55

（維持継続）
1.55

（維持継続）
1.55

（維持継続）

7   グリーン購入の推進 エコマーク品の購入

グリーン購入の取り組み促進

8   製品及びサービスの向上 ﾘｻｲｸﾙしやすい製品設計

環境負荷の少ない製品設計

9   環境経営活動の推進 教育訓練の実施

地域環境活動

※項目6の｢水使用量の削減｣において、昨年度の実績を踏まえ削減効果が限界値と判断。目標値を昨年度同様とし維持継続項目に変更し取り組む事とする。

（４）次年度の取り組み計画

No 項　　　目 単　位
基準値

（2023年度）
今年度短期目標

（2024年度）
担当者

電気使用量の削減

化石燃料使用量の削減

廃棄物総排出量の削減

化学物質使用量の削減

水使用量の削減

グリーン購入の推進

製品・サービスの向上

環境経営活動の推進

※項目6の｢水使用量の削減｣において、昨年度の実績を踏まえ削減効果が限界値と判断。目標値を昨年度同様とし維持継続項目に変更し取り組む事とする。

※項目7,項目8,項目9において、昨年度の実績を踏まえ件数増加が限界値と判断。目標値を昨年度同様とし維持継続項目に変更し取り組む事とする。

教育訓練の実施

地域環境活動

環境負荷の少ない製品設計

ガソリン・軽油・灯油の節約

節水の励行

分別の徹底・再資源化

梱包・出荷の改善（横展開）

不良率の低減

最適洗浄液への切り替え

排出量の削減

エコマーク品の購入

グリーン購入の取組促進

ﾘｻｲｸﾙしやすい製品設計

実施回数

11

5   

7   

kg/百万円

kg/百万円

社長
10

（維持継続）
10

8   

9   

提案件数

74品目数

1.32

4   

18.46

11
（維持継続）

グループ
リーダー

74
（維持継続）

事務局

1.29
（2％減）

管理責任者

18.1
（2％減）

L/百万円 47.20
46.3

（2％減）
管理責任者

3   

6   
㎥/百万円 1.55

1.55
（維持継続）

管理責任者

管理責任者

　　　　　　　　　①環境経営目標（2024年度）
                             （活動期間：２０２３年７月～２０２４年６月）

二酸化炭素排出量削減
㎏-CO2/百万円 538.1

kwh/百万円

1   

2   

896.6

取り組み案

エコドライブの推進

エネルギーの節約

空調温度の適温化

空調機の適正管理

不使用電力の節約

878.7
(2％減)

管理責任者

527.3
（2%減）

社長

①中長期・環境経営目標
（２０２４年度～２０２８年度）

(5)次年度の取り組み計画

No 項　　　目 取り組み案 単　位
基準値

（2023年度）

中　長　期　目　標　（5年）

  806.9
（10％減）

kg/百万円 18.46
18.1

（2％減）
17.7

（4％減）
17.4

（6％減）
17.0

（8％減）
16.6

（10％減）

kwh/百万円 896.6
878.7

（2％減）
860.7

(4％減)
  842.8

（6％減）
  824.9

（8％減）

1.19
（10％減）

品目数 74
74

（維持継続）
74

（維持継続）
74

（維持継続）
74

（維持継続）
74

（維持継続）

kg/百万円 1.32
1.29

（2％減）
1.27

（4％減）
1.24

（6％減）
1.21

（8％減）

※項目7,項目8,項目9において、昨年度の実績を踏まえ件数増加が限界値と判断。目標値を昨年度同様とし維持継続項目に変更し取り組む事とする。

 11
（維持継続）

実施回数 10
10

（維持継続）
10

（維持継続）
10

（維持継続）
10

（維持継続）
10

（維持継続）

提案件数 11
11

（維持継続）
11

（維持継続）
 11

（維持継続）
 11

（維持継続）

 ８項



（４）次年度の取り組み計画

基準値 今年度目標値

（2023年度） （2024年度）1年目

※「水使用量の削減」において、昨年度の実績を踏まえ削減効果が限界値と判断。目標値を維持継続項目に変更し取組む事とする。

 ※項目7,項目8,項目9において、昨年度の実績を踏まえ件数増加が限界値と判断。目標値を昨年度同様とし維持継続項目に変更し取り組む事とする。

②環境経営計画(2024年度)

（活動期間：2023年7月～2024年6月）

進捗チェックは環境管理責任者が4半期毎に実施する

No 項　　目 具　体　的　取　り　組　み 単位
担
当
者

日　　　程

備考

7月～9月

2
電気使用
量の削減

空調温度の適温化
電力使用量監視装置の有
効活用（計画的に電力ﾋﾟｰ
ｸｶｯﾄ対策実施）

kwh/百万
円

10月～12月 1月～3月 4月～6月

1
二酸化炭
素排出量

削減

エコドライブの推進
「エコドライブ１０のすすめ」
教育実施

㎏-CO2/
百万円 538.1

527.30

896.6
878.7

管
理
責
任
者

簡易点検の実施（ﾌｨﾙﾀｰな
どの清掃含む） （2％減）

休み時間・残業時等、不必
要な時は消灯を徹底

社
長

エネルギーの節約
「～っぱなしの撲滅運動」
の展開

（2％減）

空調機の適正管理

不使用電力の節約

46.3
(2％減)

管
理

責
任
者

6
水使用量
の削減

節水の励行
朝礼などで節水励行の周
知徹底
計画的な止水

㎥/百万円 1.55 1.55
（維持継続）

3
化石燃料
使用量の

削減

ガソリン・軽油・灯油の
節約

一括（まとめ）配達を心掛
ける(朝ﾐｰﾃｨﾝｸﾞによる配達
ﾙｰﾄ確認)

L/百万円 47.2

梱包・出荷の改善

出荷時の通パレット・通箱
を利用し廃棄物排出抑制
に取り組む（横展開）
段ボールの再利用

（2％減）

不良率の低減
発生原因の追究と是正(対策
書の義務化と予防処置の周知
徹底を継続)

管
理

責
任
者

4
廃棄物総
排出量の

削減

分別の徹底・再資源
化

油分離機導入による廃液
の削減・金属類のﾘｻｲｸﾙ
化の促進

㎏/百万円 18.46
18.1

管
理
責
任
者

1.29

管
理
責
任
者排出量の削減

代替物質の調査を行な
い、洗浄液排出抑制に取り
組む（継続）

（2％減）
5

化学物
質・使用
量の削減

最適洗浄液の見極
め

油分離性の良い切削液見極め
を行ない、洗浄液排出抑制に
取り組む（横展開）

㎏/百万円 1.32

74
事
務
局ｸﾞﾘｰﾝ購入の取組促

進
グリーン購入ネットワーク
の推進

（維持継続）
7

グリーン
購入の推

進

エコマーク品の購入
エコマーク文具を含めグ
リーン商品の購入に努め
たか

品目数 74

11
グ
ル
ー

プ

リ
ー

ダ
ー環境負荷の少ない製品設

計

製品の小型化・軽量化など
を吟味した工法を提案して
いるか。

（維持継続）
8

製品・
サービス
の向上

ﾘｻｲｸﾙしやすい製品設
計

素材の種類を吟味しﾘｻｲｸ
ﾙ率向上に努めているか。

提案件数 11

10 社
長

地域環境活動
社内及び周辺道路の環境
美化運動の実施

（維持継続）
9

環境経営
活動の推

進

教育訓練の実施
ビデオ教育・活動内容説明
教育など

実施回数 10

教育実施(7月中)

対策検討(9月まで)

4半期毎の進捗ﾁｪｯｸの実施

年間を通して事前に客先と交渉し設計に反映

年間を通した教育訓練計画に基づく

ﾀｰｹﾞｯﾄ決定 展 開

実施調査(夏場) 実施調査(冬場)

現状調査

効果確認

周知（7月中）

周知（7月中）

ルール化周知

（7月中）

周知（7月中）

通ﾊﾟﾚｯﾄ・通箱製作 運用

品質状況回覧

ルール化
毎月の経営会議で妥当性検証

旋盤用切り替え ﾌﾗｲｽ用切り替え

業者との打合せ 代替物質の試行テスト実施

周知（7月中）

周知（7月中）

年間を通して事前に客先と交渉し設計に反映

実施予定（5月）

PR
定期的に

朝礼でPR

3ヶ月毎に適温ルール化・徹底

   9頁



　環境関連法規への遵守状況は、2023 年6月30日にチェックリストで確認し、その
結果は下表のとおりで法律違反、訴訟、環境に関する苦情はありませんでした。

　（廃棄物処理法）
　　・収集運搬、処分先との委託契約締結及び許可証保管
　　・マニフェスト伝票の発行及び保管、交付

　（水質汚濁防止法）
　　・汚水等の公共用水域への排出防止管理

　（消防法）
　　・危険物の取り扱い及び貯蔵の保管管理（届出指定数量以下）

　（フロン排出抑制法）
　　・パッケージエアコンの定期点検及び自主点検による管理の
　　　適正化

①今年度の結果に対する評価

②全体の見直し・指示

　その他
新年度スタートします。年間を通しての全社的
活動を継続すること

　環境経営目標
新たに中・長期5ヶ年計画を立案し目標を明確に
すること

　環境経営計画・取組
取り組みに必要な手順書（環境経営マニュアル）
を有効活用すること

　実施体制 現状で良い

2

3

4

5

項　　目 コ メ ン ト

1 　環境経営方針
昨今の環境情勢に合わせ、新年度は見直し
有無を検討すること（場合によっては改訂する）

次年度から新たな5ヶ年計画がスタートしますが、「内部要因」・「外部要因」に左右される事のない様、
全員で知恵を出し合って取り組んでいきましょう。

1

2

3

4

問題無し

問題無し

問題無し

問題無し

７．代表者による全体の評価と見直し・指示

６.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

該当する環境関連法規（主たる項目） 遵守状況

新型コロナ感染の影響、原油・エネルギー（電力）高騰の影響もあったが、中・長期5ヶ年計画の最後の
年度で全項目、目標達成できなかった事は残念である。
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　地域環境活動として、春期と秋期に自社の周辺道路・側溝の清掃を実施。また
今後は自社敷地内への植林を推進していきます。

8.地域環境活動

2023 年 5 月 2日実施 全社環境美化活動

構内敷地内草取り

廃棄物拾い 敷地内外廃材回収

敷地内花壇等整備県道123号線草刈・ゴミ拾い

構内敷地内草取り
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